
166 回目標 日商簿記２級 公開模擬試験 解説講義 補助資料 

- 1 - 

公開模擬試験の出題テーマ 

 

第１問 

商業簿記に関する仕訳問題 

1. 研究開発費 

2. 有価証券の売却（端数利息あり） 

3. 裏書きしていた手形の不渡り 

4. 固定資産の割賦購入（割賦代金の支払い） 

5. 債務保証（債務保証に伴う代位弁済） 

第２問 連結精算表（連結貸借対照表および連結損益計算書のみ） 

第３問 貸借対照表および損益計算書 

第４問 

(1) 工業簿記に関する仕訳問題 

1. 製造間接費の予定配賦 

2. 製造間接費配賦差異の計上（固定予算） 

3. 原価差異の売上原価への賦課 

(2) 本社工場会計など 

第５問 標準原価計算 

※ 今回の公開模擬試験は、全体的に難易度高め・分量多めにしております。初見解答時には、全体を通じて「部

分点の拾い集め」を重視していただきたかった問題となります。 

本試験で難易度が高い問題や分量の多い問題が出題された場合においても、まずは落ち着いて部分点を拾い集

めることに集中しましょう！ 

 

 

 

第１問 

※ 勘定科目は、紙の試験（統一試験、団体試験）では記号で解答し、ネット試験ではプルダウンから選んで解答します。 
 

1. 研究開発費 

(借) 研 究 開 発 費 (ク) 1,796,000  (貸) 未 払 金 (オ) 902,000  

 仮 払 消 費 税 (ウ) 82,000   普 通 預 金 (イ) 976,000  

 

2. 有価証券の売却（端数利息あり） 

(借) 普 通 預 金 (イ) 4,154,568  (貸) 売 買 目 的 有 価 証 券 (ウ) 4,032,000  

      有 価 証 券 売 却 益 (カ) 114,000  

      有 価 証 券 利 息 (オ) 8,568  

 

3. 裏書きしていた手形の不渡り 

(借) 不 渡 手 形 (エ) 2,827,800  (貸) 当 座 預 金 (イ) 2,812,800  

      現 金 (ア) 15,000  
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4. 固定資産の割賦購入（割賦代金の支払い） 

(1) 業務用車両の購入時 

(借) 車 両 運 搬 具  2,808,000  (貸) 当 座 預 金  120,000  

 前 払 利 息  192,000   営 業 外 支 払 手 形  2,880,000  

(2) 本日（１枚目の約束手形に係る期日到来） ← 解答となる仕訳 

(借) 営 業 外 支 払 手 形 (カ) 120,000  (貸) 当 座 預 金 (ア) 120,000  

(借) 支 払 利 息 (ク) 8,000  (貸) 前 払 利 息 (エ) 8,000  

 

5. 債務保証（債務保証に伴う代位弁済） 

(1) 債務保証契約を行った時点（対照勘定による備忘記録） 

(借) 保 証 債 務 見 返  6,000,000  (貸) 保 証 債 務  6,000,000  

(2) 債務保証に基づく代位弁済時 ← 解答となる仕訳 

(借) 未 収 入 金 (イ) 6,005,850  (貸) 普 通 預 金 (ア) 6,005,850  

(借) 保 証 債 務 (オ) 6,000,000  (貸) 保 証 債 務 見 返 (ウ) 6,000,000  

 

 

 

第２問 

 

（Ｓ社の貸倒引当金に係る状況） 

 個別財務諸表上 
連結修正 

連結財務諸表上(*3) 
開始仕訳＆振戻し 期末分の修正 

当期首残高 14,840 △2,800 ― 12,040 

貸倒れによる充当 △13,200(*1) ― ― △13,200 

繰入額 15,000 ＋2,800(*2) △4,000 13,800 

当期末残高 16,640 ― △4,000 12,640 

*1 差額により計算 

*2 貸倒引当金の当期首残高が 2,800 少なくなったものと捉えるため、期末分の修正を行う前（当期末残高は

16,640 のまま変わっていない状況）では、開始仕訳の振戻しを通じていったん繰入額を 2,800 増額させる。 

*3 ここで示している連結財務諸表上の金額は、Ｐ社計上分を合算していない、Ｓ社計上分のみである。 
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第４問(1) 

※ 勘定科目は、紙の試験（統一試験、団体試験）では記号で解答し、ネット試験ではプルダウンから選んで解答します。 
 

1. 製造間接費の予定配賦 

(借) 仕 掛 品 (ウ) 1,125,000  (貸) 製 造 間 接 費 (エ) 1,125,000  

 

2. 製造間接費配賦差異の計上（固定予算） 

(借) 予 算 差 異 (カ) 63,000  (貸) 製 造 間 接 費 (エ) 138,000  

 操 業 度 差 異 (キ) 75,000       

 

    実際発生額 1,263,000   

          

          

          

          

          

          

          

          

 
 

 

 

 

実際操業度 

750 時間 

基準操業度 

800 時間 
 

 

3. 原価差異（上記 2.で計上した製造間接費配賦差異）の売上原価への賦課 

(借) 売 上 原 価 (オ) 138,000  (貸) 予 算 差 異 (カ) 63,000  

      操 業 度 差 異 (キ) 75,000  

 

 

 
＠1,500 

予算差異△63,000（不利） 

操業度差異△75,000（不利） 

月間予算額 
1,200,000 予定配賦額 

1,125,000 




